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(57)【要約】
　本発明は、複数の偏平な電気化学単電池（２）を持つ
エネルギー貯蔵装置（１）に関し、電気化学単電池の各
々が、外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）を介して電気化学単
電池を互いに電気接続する１対の電極（Ａ，Ｋ）を含み
、各電気化単電池（２）が、１対の外部端子（３．Ａ，
３．Ｋ）として、まっすぐな外部端子及び曲がった外部
端子を含み、１つの電気化学単電池（２）のまっすぐな
外部端子が隣接する電気化学単電池（２）の曲がった外
部端子と接続されるように、両方の電気化学単電池（２
）が互いに接続されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の偏平な電気化学単電池（２）を持つエネルギー貯蔵装置であって、電気化学単電
池の各々が、外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）を介して電気化学単電池を互いに電気接続する
１対の電極（Ａ，Ｋ）を含むものおいて、
　各電気化単電池（２）が、１対の外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）として、まっすぐな外部
端子及び曲がった外部端子を含み、
　１つの電気化学単電池（２）のまっすぐな外部端子が隣接する電気化学単電池（２）の
曲がった外部端子と接続されるように、両方の電気化学単電池（２）が互いに接続されて
いる
エネルギー貯蔵装置。
【請求項２】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が少なくとも１つの膨出部（６）を含んでいる、請求項
１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項３】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）にある垂直な溝（７）
により水平に分離される少なくとも２つの膨出部（６）を含んでいる、請求項１に記載の
エネルギー貯蔵装置。
【請求項４】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、２つのタグ（３．Ａ．１，３．Ａ．２，３．Ｋ．１
，３．Ｋ．２）となるように外方へ溝を切られている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵
装置。
【請求項５】
　１つの膨出部（６）が外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）の各タグ（３．Ａ．１，３．Ａ．２
，３．Ｋ．１，３．Ｋ．２）に設けられている、請求項４に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項６】
　各電気化学単電池（２）の外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、この電気化学単電池（２）
の１つの側（２．１）の両端に設けられている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項７】
　各電気化学単電池（２）の外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、この電気化学単電池（２）
の１つの側（２．１）の一端に設けられている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項８】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が少なくとも１ｍｍの厚さを持っている、請求項１に記
載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項９】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が少なくとも銅から成っていることを特徴とする、請求
項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１０】
　各外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、保護層で被覆された少なくとも銅から成っている、
請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１１】
　保護層が錫又はニッケル又は合金例えばアルミニウムとマンガン又はアルミニウムと銅
との合金から成っている、請求項１０に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１２】
　各電気化学単電池（２）の外部端子（３．Ａ，３．Ｋ）が、結合素子を介して電気化学
単電池（２）の内側部分と結合されている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１３】
　結合素子が鋲、クリンプ、ボルト又は単電池（２）の内側部分に統合される溶接点であ
る、請求項１２に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１４】
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　所定数の電気化学単電池（２）が少なくとも２つ又はそれ以上のモジュール（Ｍ１～Ｍ
ｎ）に設けられている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１５】
　モジュール（Ｍ１～Ｍｎ）が保護素子（Ｐ）により分離されている、請求項１に記載の
エネルギー貯蔵装置。
【請求項１６】
　電気化学単電池（２）が直列接続されている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１７】
　電気化学単電池（２）が並列接続されている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置。
【請求項１８】
　電気化学単電池（２）が直並列接続されている、請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置
。
【請求項１９】
　請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置（１）から供給される電力により駆動される駆動
電動機を持つ電気自動車。
【請求項２０】
　請求項１に記載のエネルギー貯蔵装置（１）から供給される電力により駆動される駆動
電動機を持つハイブリッド形電気自動車。
【発明の詳細な説明】
【優先権主張】
【０００１】
　この出願は、２００７年４月２４日に出願されたドイツ連邦共和国特許出願第１０２０
０７０１９６２５．５号の優先権を主張するものであり、その内容はこの出願に加入され
ている。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、エネルギー貯蔵装置及びこれを使用する電気自動車又はハイブリッド形電気
自動車に関する。エネルギー貯蔵装置（電池パックとも称される）は、複数の偏平な電気
化学単電池（電池セルとも称される）を含み、その各々が外部端子を介して電気化学単電
池を互いに電気接続する１対の電極を含んでいる。
【背景技術】
【０００３】
　応用例えば電気自動車、ハイブリッド自動車、電気工具等のための高入－出力電源のよ
うな要求を満たすために、新しいエネルギー貯蔵装置例えば鉛電池、リチウムイオン電池
、ニッケル水素化金属電池、ニッケルカドミウム電池、電気二重層コンデンサ等が開発さ
れている。
【０００４】
　これらの新しいエネルギー貯蔵装置は、駆動電動機及び車載電気システムを駆動する。
エネルギー貯蔵装置の充－放電過程を制御するため、充－放電過程、制動エネルギーから
電気エネルギーへの変換（回生制動）等を管理する制御装置が統合されているので、エネ
ルギー貯蔵装置は車両の作動中に充電することができる。
【０００５】
　エネルギー貯蔵装置又は各電気化学単電池は、極端な条件例えば５００Ａまでの電流で
高温に対して、４００Ａの電流で１００Ｖ～４５０Ｖの最大電圧範囲のようなよい特性を
示さねばならない。連続電流は８０Ａ～１００Ａ又は応用に応じてそれ以上の範囲にある
。
【０００６】
　このように極端な条件のために、エネルギー貯蔵装置の電気化学単電池の接続部は極度
に応力をかけられる。
【０００７】
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　通常接続部はクリンプ、ねじ又は溶接点を介して提供される。電気化学単電池は、熱応
力及び機械的応力を介して接続部を形成する間にしばしば損傷される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って本発明の目的は、極端な条件下例えば高い振動及び高い温度を受ける車両におい
て例えば１５年まで高い信頼性を示す接続部を持つエネルギー貯蔵装置を提供することで
ある。更にエネルギー貯蔵装置は、良好な電流容量（即ち良好な電流負担能力であるが、
接触部の抵抗は単電池の内部抵抗より小さい）を示すようにする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的を達するため、エネルギー貯蔵装置は、いわゆるぽかよけを介した電気化学単
電池のフェールセーフ接続部（接触素子が互いに誤接続を行わないように構成されるフェ
ールセーフ接触子）を備えている。
【００１０】
　本発明の重要な局面によれば、エネルギー貯蔵装置が、複数の偏平な電気化学単電池を
含み、電気化学単電池の各々が、外部端子を介して電気化学単電池を互いに電気接続する
１対の電極を含み、各電気化学単電池が、１対の外部端子として、まっすぐな外部端子及
び曲がった外部端子を含み、１つの電気化学単電池のまっすぐな外部端子が隣接する電気
化学単電池の曲がった外部端子と接続されるように、両方の電気化学単電池が互いに接続
されている。
【００１１】
　外部端子のこのような設計は、電気化学単電池が誤接続しないようにするのを可能にす
る。更にこの設計は、偏平な電気化学単電池が積層されるパックたとえば電池パック又は
エネルギー貯蔵パック内に、空間を節約して電気化学単電池を効果的に配置するのを可能
にする。このような積層配置は、積層を多数の単電池のモジュールに簡単かつ効果的に分
割するのを可能にする。
【００１２】
　高い電流容量で各外部端子を永続的にかつ確実に接続するため、各外部端子が少なくと
も１つの膨出部を含んでいる。各外部端子が、外部端子にある垂直な溝（空所）により水
平に分離される少なくとも２つの膨出部を含んでいるのがよい。可能な実施例では、各外
部端子が、２つのタグとなるように外方へ溝を切られている。１つの外部端子特に外方へ
溝を切られる外部端子の各タグに、２つの膨出部をこのように二重に設けると、互いに接
続される２つの電気化学単電池の外部端子の簡単な冗長接続が可能になる。各外部端子に
ある溝と各タグにある膨出部は、抵抗溶接中に効果的な電流集中を可能にし、それにより
溶接が、各タグにある膨出部例えば溶接膨出部へ溶接電流の高度の集中を通して、電気化
学単電池に対しなるべく低い熱応力で効果的に行われる。更に外部溝は少なくとも２つの
溶接接続部を分離するので、接続部の１つにおける機械的応力が他の接続部に影響を及ぼ
すことがない。
【００１３】
　その代わりに、外部端子が超音波溶接により結合されない場合、外部端子は溝を切られ
ず、膨出部を含んでいない。
【００１４】
　本発明の別の実施形態では、各電気化学単電池の外部端子が、この電気化学単電池の１
つの側の両端に設けられている。このように単電池の１つの側例えば単電池の上側でこの
側の両端に外部端子を設けると、外部端子と付加的な母線との簡単かつ効果的な外部接続
、及び効果的で空間を節約しかつ外部端子の簡単な接続部を持つ電池パックの非常に良好
な対称構造が可能となる。更に溝を切られた外部端子は、例えば単電池平衡のためリチュ
ウムイオン電池使用により、ケーブルのクリンプ素子及びクリップ素子等のような外部接
続素子の簡単な接続を可能にする。本発明の別の実施形態では、各電気化学単電池の外部
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端子が、この電気化学単電池の１つの側の一端に設けられている。
【００１５】
　本発明の別の局面によれば、各外部端子が少なくとも１ｍｍの厚さを持っている。この
厚さは、例えばエネルギー貯蔵装置の大きさ特にただ１つの電気化学単電池の大きさの特
別な使用に基いて変化することができる。エネルギー貯蔵装置又は単電池が大きいと、外
部端子の厚さはそれだけ大きくなる。例えば厚さは約１ｍｍ～約３ｍｍの範囲である。こ
れにより、付加的な有効電極面が同じ単電池外面によって与えられる。なぜならば、必要
な端子断面が新しい端子厚さにより与えられるからである。更にこのような端子厚さは、
内側単電池と外側単電池との間の移行面の減少を可能にし、それによりこの移行部分にお
ける密封性が増大する。
【００１６】
　本発明の可能な実施形態では、各外部端子が少なくとも銅から成っている。別の可能な
実施形態では、各外部端子が、保護層で被覆された少なくとも銅から成っている。保護層
が例えば錫又はニッケル又は合金例えばアルミニウムとマンガン又はアルミニウムと銅と
の合金から成っている。
【００１７】
　更に外部端子をクリップ素子特にプラスチッククリップ素子のような取付け素子により
覆うことができる。このようなクリップ素子を各端子に設けると、腐食に対する簡単な保
護及び絶縁が可能にある。可能な実施形態では、クリップ素子はＬ形材である。
【００１８】
　更に各電気化学単電池の外部端子が、結合素子を介して電気化学単電池の内側部分と結
合されている。好ましくは、結合素子が鋲、クリンプ、ボルト又は単電池の内側部分に統
合される溶接点であり、これらの溶接点は例えば超音波溶接を介して溶接される。
【００１９】
　本発明の別の実施形態では、所定数の電気化学単電池が少なくとも２つ又はそれ以上の
モジュール又はグループで設けられている。複数の単電池から成る２つのモジュール又は
グループが保護素子特にヒューズ素子例えば短絡ヒューズにより分離されているのがよい
。
【００２０】
　適用に応じて、電気化学単電池が直列又は並列又は直並列接続されている。
【００２１】
　本発明は、電気自動車特に並列ハイブリッド形電気自動車、直列ハイブリッド形電気自
動車又は直並列ハイブリッド形電気自動車に使用可能である。
【００２２】
　本発明が図面の次の実施例を参照して更に説明される。しかしこれらの実施例が新しい
教示の多くの有利な使用の例に過ぎないことを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】　各単電池の外部端子対を介して互いに接続される複数の電気化学単電池を持つ
エネルギー貯蔵装置の斜視図を示す。
【図２】　１つの電気化学単電池の斜視図を示す。
【図３】　図２による電気化学単電池に隣接する電気化学単電池の斜視図を示す。
【図４】　単電池ブロック又は単電池の回転なしの２つ又はそれ以上のモジュールにまと
められる複数の電気化学単電池を持つエネルギー貯蔵装置を示す。
【図５】　単電池ブロック又は単電池モジュールの回転を伴う２つ又はそれ以上のモジュ
ールにまとめられる複数の電気化学単電池を持つ別のエネルギー貯蔵装置の斜視図を示す
。
【図６】　単電池ブロック又は単電池モジュールの回転を伴う２つ又はそれ以上のモジュ
ールにまとめられる複数の電気化学単電池を持つ別のエネルギー貯蔵装置の斜視図を示す
。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明はエネルギー貯蔵装置に関する。本発明は異なる適用例えばハイブリッド電気自
動車において使用可能であり、それによりハイブリッド電気自動車は駆動電動機及び内燃
機関を持ち、エネルギー貯蔵装置から供給される電力により駆動電動機が駆動される。そ
の代りに、エネルギー貯蔵装置から供給される電力により駆動される電動機を持つ電気自
動車においても、エネルギー貯蔵装置が使用可能である。更に本発明は、エネルギー例え
ば風力エネルギー又は太陽エネルギーの貯蔵のために使用可能であり、そのためエネルギ
ー貯蔵装置が風力エネルギー又は太陽エネルギー装置に統合されている。本発明は負荷平
坦化のためにも使用可能である。
【００２５】
　図１は複数の偏平な電気化学単電池２を持つエネルギー貯蔵装置の斜視図を示す。装置
１はしばしば電池パックと称される。各電気化学単電池２は電池セル又は単一化学電池又
は角柱セルとも称される。
【００２６】
　各電気化学単電池２は１対の電極Ａ及びＫを含み、１つの電極Ａは陽極又は負極であり
、他の電極Ｋは陰極又は正極である。
【００２７】
　電気化学単電池２を互いに電気接続するため、各単電池２の電極Ａ及びＫは外部端子３
．Ａ及び３．Ｋに接続されている。適用に応じて、電気化学単電池２は、外部端子３．Ａ
及び３．Ｋを介して、並列又は直列又は直並列に接続可能である。
【００２８】
　図１による実施例は、直列接続される電気化学単電池２を示している。
【００２９】
　電気化学単電池２のフェイルセーフ設置及び組立て、特にフェイルセーフ相互接続のた
めに、各単電池２の外部端子３．Ａ及び３．Ｋの対は異なるように設計されて、外部端子
の１つ例えば外部陽極端子３．Ａがまっすぐな形状を持ち、同じ単電池２の他の外部端子
例えば外部陰極端子３．Ｋは曲がった形状を持っている。更に互いに接続される隣接電気
化学単電池２の外部端子３．Ａ及び３．Ｋも異なるように設計されて、接続される外部端
子の１つ例えば１つの電気化学単電池２の外部陽極端子３．Ａがまっすぐな形状を持って
いる。これらの単電池２が互いに並列接続されるならば、隣接する電気化学単電池２の外
部陽極端子３．Ａは曲がった形状を持っている。これらの単電池２が互いに直列接続され
るならば、隣接する電気化学単電池２の外部陰極端子３．Ｋは曲がった形状を持っている
。
【００３０】
　換言すれば、エネルギー貯蔵装置１全体の空間を節約するフェイルセーフ設置のために
、接続の種類例えば並列又は直列又は直並列接続に応じて、１つの電気化学単電池２のま
っすぐな外部端子３．Ａ又は３．Ｋが、隣接する電気化学単電池２の曲がった外部端子３
．Ａ又は３．Ｋに接続されるように、電気化学単電池２が互いに接続される。
【００３１】
　各電気化学単電池２は、例えば電極Ａ及びＫとして、複数の図示しない内部電極膜を含
み、図示しない隔離膜により隔離される異なる電極膜が例えば非水電解質でゆすがれる。
膜の代わりに板を使用することができる。単電池２の種類例えばリチウムイオン単電池に
応じて、電極膜は膜の２つの異なるグループに分類される。１つのグループの電極膜は例
えばリチウム遷移金属酸化物の陰極又は正極Ｋを表わし、他のグループの電極膜は例えば
金属リチウム又はリチウム黒鉛の陽極又は負極Ａを表わす。
【００３２】
　もっと具体的には、各電気化学単電池２の外部端子３．Ａ，３．Ｋは、その電気化学単
電池２の内部特にそれぞれの電極Ａ，Ｋと、図示しない結合素子を介して結合されている
。結合素子は鋲、クリンプ、ボルト又は溶接点とすることができる。
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【００３３】
　更に隔離膜を持つ電極膜の装置はケーシング４により包囲される。ケーシング４は、単
電池２を互いに隔離する膜ケーシング又は板ケーシングとして設けることができる。単電
池２は少なくとも電気的に互いに絶縁されるのがよい。更に単電池２は、使用される材料
に応じて互いに熱的に絶縁可能である。その代わりにケーシング表面を介して、単電池２
を互いに電気接続することができる。別の実施例では、電気絶縁のため、材料例えば樹脂
が単電池２の間に充填される。
【００３４】
　エネルギー貯蔵装置１の種類及び大きさに応じて、各電気化学単電池２の外部端子３Ａ
，３Ｋが、電気化学単電池２の１つの側２．１の両端に設けられる。その代わりに、各電
気化学単電池２の外部端子３．Ａ，３．Ｋを、１つの側２．１の一端に設けることができ
る（図示せず）。
【００３５】
　複数の単電池２を持つエネルギー貯蔵装置１（電池パック又は電池パッケージとも称さ
れる）の簡単な設置のため、底板５へ各単電池２のはまり合い結合又は摩擦結合により、
単電池２が底板５に固定される。
【００３６】
　エネルギー貯蔵装置１全体を図示しないケーシングにより包囲することもできる。
【００３７】
　図２及び３の各々は、図１に従ってエネルギー貯蔵装置１において隣接しかつ互いに直
列接続される電気化学単電池２の１つを示している。
【００３８】
　接続すべき外部端子３．Ａと３．Ａ、３．Ｋと３．Ｋの強固な接続のため、外部端子３
．Ｋの１つ又は各外部端子３．Ａ及び３．Ｋは少なくとも１つの膨出部６を含んでいる。
図２及び３による実施例では、単電池２の各外部端子３．Ｋは２つの膨出部６を含んでい
る。
【００３９】
　接続すべき外部端子３．Ａと３．Ｋ、３．Ｋと３．Ａの溶接中に機械的応力を減少する
ため、各外部端子３．Ａ及び３．Ｋは垂直な溝７又は空所により水平に分離されているの
で、各外部端子３．Ａ，３．Ｋは２つのタグ３．Ａ．１及び３．Ａ．２又は３．Ｋ．１及
び３．Ｋ．２となるように外方へ溝を切られている。このような溝７により、２つの膨出
部６を隣接する単電池２の外部端子３．Ａ，３．Ｋの冗長な接続のために提供し、そのう
ち１つの膨出部６を１つの外部端子３．Ａ，３．Ｋの各タグ３．Ａ．１，３．Ａ．２，３
．Ｋ．１，３．Ｋ．２に設けることが可能になる。更に外部溝３は、機械的応力を減少さ
れる少なくとも２つの溶接接続部を可能にする。
【００４０】
　溝７の別の利点は、溝を切られた外部端子３．Ａ，３．Ｋが例えば平衡ケーブル、電気
部品及び他の装置を端子３．Ａ，３．Ｋ特にタグ３．Ａ．１，３．Ａ．２，３．Ｋ．１，
３．Ｋ．２に直接接続するのを可能にすることである。
【００４１】
　その代わりに、温度センサ素子のようなセンサ素子を外部端子３．Ａ，３．Ｋに直接統
合することができる。これは非常に効果的な温度測定を可能にする。
【００４２】
　特にエネルギー貯蔵装置１の大きさに応じて、各外部端子３．Ａ，３．Ｋの厚さを１ｍ
ｍ～３ｍｍの範囲内で変化することができる。１つの実施例では、各端子３．Ａ，３．Ｋ
は少なくとも１ｍｍの厚さを持つことができる。その代わりに、外部端子３．Ａ，３．Ｋ
は利用可能な空間及び要求される緊密さ及び堅固さに応じて、上述した範囲内で種々の厚
さを持つことができる。
【００４３】
　更にそれぞれの単電池からの電流分配が効率的に行われるように、外部端子３．Ａ，３
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は円錐形状を持つことができる。各外部端子３．Ａ，３．Ｋの接続端部は、端子３．Ａ，
３．Ｋをそれぞれの内部電極Ａ，Ｋに接続する端部である。
【００４４】
　各外部端子３．Ａ，３．Ｋは少なくとも銅から成っているのがよい。各外部端子３．Ａ
，３．Ｋは同じ材料から成っている。これは同じ溶接温度を可能にする。更に各外部端子
３．Ａ，３．Ｋは保護層で被覆される少なくとも銅から成っている。保護層は耐食性の錫
又はニッケルから成っている。保護層は非常に薄い。例えば保護層は数μｍの厚さを持っ
ている。
【００４５】
　更に図４～６はグループにまとめられる電気化学単電池２を持つ別の実施例を示してい
る。
【００４６】
　図４は、単電池ブロック又は単電池モジュールＭ２に対するＭｌの回転なしのエネルギ
ー貯蔵装置１（電池パックとも称される）を示す、その結果母線が交差し、母線の全長が
大きくなる。
【００４７】
　図５及び６は、単電池ブロック又は単電池モジュールが１８０°回転しているエネルギ
ー貯蔵装置を示す。その結果母線の交差はない。母線の全長は減少している。
【００４８】
　所定数の電気化学単電池２例えば６つ又は１２の単電池が、少なくとも２つ又はそれ以
上のモジュールＭ１～Ｍｎまたはグループで設けられるのがよい。単電池２の簡単な短絡
ヒューズのために、モジュールＭ１～Ｍ２は保護素子Ｐ例えばヒューズ特に短絡ヒューズ
により分離されている。
【００４９】
　更に外部端子３．Ａ，３．Ｋは、保護及び絶縁のため、取付け素子例えばクリップ素子
Ｌ特にプラスチッククリップ又はプアスチックＬ形材で覆うことができる。
【符号の説明】
【００５０】
１　　　　　　　　　　　　エネルギー貯蔵装置
２　　　　　　　　　　　　電気化学単電池
３．Ａ　　　　　　　　　　陽極の外部端子
３．Ａ．１，３．Ａ．２　　陽極の外部端子のタグ
３．Ｋ　　　　　　　　　　陰極の外部端子
３．Ｋ．１，３．Ｋ．２　　陰極の外部端子のタグ
４　　　　　　　　　　　　各単電池のケーシング
５　　　　　　　　　　　　底板
６　　　　　　　　　　　　膨出部
７　　　　　　　　　　　　溝
Ａ　　　　　　　　　　　　陽極
Ｋ　　　　　　　　　　　　陰極
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